
京
都
南
部
地
域

行
政
改
革
推
進
会
議

乙
訓
地
域

分
科
会

だ
よ
り

vol.06

み
ん
な
が
暮
ら
し
て
い
く

ま
ち
だ
か
ら

み
ん
な
で
考
え
よ
う

み
ん
な
の
ま
ち
の
将
来
を

　
乙
訓
地
域
分
科
会
で
は
、
向
日
市
・
長
岡
京
市
・
大
山
崎
町
の
自
治
体
合
併

に
つ
い
て
、
調
査
研
究
や
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
全
国
・
京

都
府
の
合
併
の
進
展
状
況
を
特
集
し
ま
す
。
ま
た
、
合
併
し
た
他
の
自
治
体
の

状
況
、乙
訓
地
域
の
一
部
事
務
組
合
や
文
化
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

特 

集

　秋の紅葉が遅かったのか、最近では少なくなった積
雪が早く到来したのか、秋と冬が同居している珍しい
景色が昨年には見られました。
　乙訓地域を囲む豊かな緑の西山の麓には、歴史ある
寺社仏閣が数多くあります。
　まちをそぞろ歩き、季節を色濃く映し出している景
色を皆さんも見つけてください。

写真：光明寺（長岡京市）

◆
も
く
じ
◆

　
　
　  

市
町
村
合
併
の
進
展
状
況 

2

合
併
し
た
自
治
体
は
、
い
ま 

4

広
域
行
政
と
地
域
分
権 

6

乙
訓
地
域
の
一
部
事
務
組
合 

8

歴
史
か
ら
み
る
乙
訓
（
お
と
く
に
）
の
地 

9

合
併
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？ 

10

乙
訓
地
域
の
特
産
品 

12
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50%以上  25県
40％以上50％未満   6府県
30％以上40％未満   8県
20％以上30％未満   3県
20％未満 　　　　  5都道府県

市町村数の減少率
（平成11.3.31→平成22.3.31〈予定〉）

京丹後市

伊根町

与謝野町

京丹波町 南丹市

大山崎町 久御山町

宇治田原町

和束町

笠置町

南山城村

井手町

精華町
木津川市

京都市

宇治市

舞鶴市

綾部市

宮津市

亀岡市

城陽市

向日市

長岡京市

八幡市

京田辺市

宮津市

大山崎町

向日市

長岡京市

福知山市

久御山町

宇治田原町

笠置町

南山城村

井手町

精華町

京田辺市

八幡市

平成11年 3月31日

3,232

平成22年 3月31日（予定）

1,742
▲1,490

（平成21.11.10官報告示による）

特 集

市
町
村
合
併
の
進
展
状
況

平
成
の
大
合
併
に
一
区
切
り 

　 

地
方
制
度
調
査
会
の
答
申
か
ら

平成18年 3月：
加悦町・岩滝町・野田川町の
合併により「与謝野町」発足

平成18年 1月：
三和町・夜久野町・大江町
が「福知山市」へ編入

平成18年 1月：
園部町・八木町・日吉町・美山
町の合併により「南丹市」発足

平成17年10月：
丹波町･瑞穂町･和知町の合併に
より「京丹波町」発足

平成19年 3月：
木津町・加茂町・山城町の合併
により「木津川市」発足

平成17年 4月：
京北町が「京都市」へ編入

京都府内の市町村合併の状況
計　　 市　　町　　村　

平成13年 4月 1日　44　（12　　31　　１）
平成21年 4月 1日　26　（15　　10　　１）

そ
も
そ
も

「
平
成
の
大
合
併
」っ
て
？

　

平
成
７
年
の
合
併
特
例
法
で
市
町
村
合
併
が
促

進
さ
れ
、
平
成
17
か
ら
18
年
に
か
け
て
ピ
ー
ク
を

迎
え
ま
し
た
。
国
は
、
住
民
発
議
制
度
の
創
設

や
、
合
併
特
例
債
に
代
表
さ
れ
る
財
政
支
援
策
の

ほ
か
、
中
核
市
や
特
例
市
な
ど
権
限
を
拡
充
し
た

都
市
制
度
の
創
設
、
市
や
政
令
指
定
都
市
へ
の
昇

格
の
際
の
人
口
要
件
緩
和
な
ど
に
よ
っ
て
、
市
町

村
の
自
主
的
合
併
を
促
し
て
き
ま
し
た
。

合
併
ラ
ッ
シ
ュ
は
一
区
切
り
？

　

平
成
21
年
6
月
、
総
務
省
の
諮
問
機
関
で
あ
る

地
方
制
度
調
査
会
は
、「
今
後
の
基
礎
自
治
体
及

び
監
査
・
議
会
制
度
の
あ
り
方
に
関
す
る
答
申
」

を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
「
答
申
」
は
市
町
村
合
併
が
相
当
程
度
進
捗
し

た
と
し
て
、
全
国
的
な
合
併
推
進
運
動
に
つ
い
て

は
、
平
成
22
年
3
月
末
ま
で
で
一
区
切
り
す
る
こ

と
が
適
当
で
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。
全
国
的
な

「
平
成
の
大
合
併
」
に
つ
い
て
は
、
一
区
切
り
と

な
り
そ
う
で
す
。

今
後
の
自
治
体
の
あ
り
方
は
？

　

ま
た
、
こ
の
「
答
申
」
で
は
、
平
成
22
年
4
月

以
降
も
自
主
的
に
合
併
を
選
択
す
る
市
町
村
に
対

し
て
必
要
な
支
援
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
適
当
と

し
、
新
た
な
「
合
併
特
例
法
」
の
必
要
性
を
指
摘

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
合
併
の
ほ
か
に
も
、
周
辺

市
町
村
間
で
の
広
域
連
携
や
、
都
道
府
県
に
よ
る

補
完
な
ど
、
多
様
な
選
択
肢
の
な
か
か
ら
市
町
村

が
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
に
比
べ
て
大
都
市
圏
で
は
合
併
が
進
み
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
大
都
市
圏
に
つ
い
て
も
、
市
町

村
合
併
や
広
域
連
合
に
よ
る
高
い
効
率
化
効
果
が

期
待
で
き
る
、
と
し
て
い
ま
す
。

平成16年 4月：
峰山町・大宮町・網野町・丹後町・
弥栄町・久美浜町の合併により
「京丹後市」発足

▼
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合
併
し
た
自
治
体
は
、い
ま

富山県
石川県

富山市

金沢市

高岡市

富山県

高岡市
広島県

愛媛県 高知県

徳島

香川県

高知市

松山市

四国中央市

愛媛県

四国中央市

視
察
レ
ポ
ー
ト

　

富
山
県
高
岡
市
は
、
平
成
17
年
11
月
に
旧
高
岡
市
と
旧

福
岡
町
が
旧
特
例
法
に
よ
り
新
設
合
併
し
た
自
治
体
で

す
。
人
口
17
万
８
、
６
２
２
人
、
面
積
は
２
０
９
・
３
８

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
乙
訓
地
域
の
６
・
３
倍
）
で
す
。

議
員
定
数
は
、
合
併
直
後
に
選
挙
を
行
い
、
31
人
と
し
、

現
在
は
30
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
合
併
前
の
１
市
１
町
の

議
員
総
数
よ
り
13
人
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
職
員
数
に
つ

い
て
は
、
旧
高
岡
市
が
約
２
、
０
８
０
人
、
旧
福
岡
町
が

約
１
６
０
人
で
し
た
が
、
現
在
は
２
、
０
８
１
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

●
合
併
の
経
緯

　

平
成
11
年
の
合
併
特
例
法
の
一
部
改
正
の
施
行
に
よ

り
、
富
山
県
が
県
内
市
町
村
の
合
併
モ
デ
ル
パ
タ
ー
ン
を

　

四
国
中
央
市
は
平
成
16
年
４
月
に
２
市
１
町
１
村
（
川

之
江
市
、
伊
予
三
島
市
、
土
居
町
、
新
宮
村
）
の
新
設
合

併
に
よ
り
、
人
口
９
万
４
千
人
、
面
積
４
２
０
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
市
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
川
之
江
市
と
伊

予
三
島
市
は
、と
も
に
人
口
３
万
数
千
人
程
度
な
が
ら
も
、

古
く
か
ら
製
紙
業
関
連
等
の
第
２
次
産
業
が
盛
ん
な
都
市

で
し
た
が
、
将
来
を
見
据
え
、
四
国
地
方
で
よ
り
重
要
な

役
割
を
担
え
る
地
域
へ
と
変
貌
を
遂
げ
る
た
め
、
合
併
す

る
こ
と
を
選
び
ま
し
た
。

●
合
併
に
至
る
ま
で
の
経
緯

　

合
併
す
る
こ
と
に
な
っ
た
旧
２
市
１
町
１
村
で
は
、
以

前
か
ら
消
防
や
水
道
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
広
域
の
事
務

組
合
を
設
置
し
て
連
携
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
40

年
代
に
も
合
併
の
気
運
が
高
ま
り
ま
し
た
が
、
こ
の
と
き

は
新
市
庁
舎
の
位
置
な
ど
の
問
題
が
残
り
、
実
現
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
回
の
合
併
に
至
る
過
程
で
は
、
そ
の
反
省

に
立
っ
て
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

今
回
の
合
併
で
は
、
各
市
町
村
の
首
長
・
議
長
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
、
お
互
い
の
歩
調
を
合
わ
せ
た

こ
と
や
、
商
工
会
議
所
や
青
年
会
議
所
な
ど
の
団
体
が
合

併
問
題
に
つ
い
て
住
民
間
で
考
え
る
取
組
を
精
力
的
に

提
示
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
県
内
の
各
市
町
村
が
合

併
に
関
す
る
検
討
を
進
め
、
旧
高
岡
市
は
、
中
核
市
を
目

指
す
た
め
、
高
岡
広
域
圏
（
３
市
１
町
）
と
射い

水み
ず

広
域
圏

（
１
市
４
町
）
を
合
わ
せ
た
４
市
５
町
で
の
合
併
構
想
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。し
か
し
、そ
の
う
ち
、射
水
広
域
圏

で
の
合
併
や
、
合
併
せ
ず
に
単
独
を
選
ぶ
自
治
体
な
ど
が

出
て
き
た
た
め
、
中
核
市
を
目
指
す
た
め
の
第
一
段
階
と

し
て
、旧
高
岡
市
と
旧
福
岡
町
と
の
合
併
と
な
り
ま
し
た
。

●
合
併
に
よ
る
財
政
削
減
や
効
果

　

職
員
、
特
別
職
、
議
会
議
員
数
の
削
減
や
事
務
経
費
を

削
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
が
可
能

と
な
っ
た
ほ
か
、
国
の
財
政
支
援
措
置
等
も
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
駅
周
辺
整
備
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
道
路
な
ど
の

基
盤
整
備
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
旧
高
岡
市
と

　平成21年10月15日、向日市民会館にお
いて２市１町の職員を対象とした研修会
を開催しました。この日は講師に京都府
自治振興課参事　辻村徳夫さんをお招き
し、「地方分権改革の現状と広域行政の
あり方について」というテーマで、主に
現在進められている国から地方への権限
移譲を中心に講演をしていただきました。
　辻村さんは「権限移譲に伴い市町村事
務が増えるが、人員・財政面でも限界が
ある。今後は、複数の市町村が様々な部
門の事務を共同で、効率よく進めていく
ような仕組みを検討していくことも考え
られる。今まで以上に市町村間の連携、
市町村と都道府県間の連携が重要となっ
ていく」と述べられました。

研修レポート

地方分権改革の現状と
広域行政のあり方
について

旧
福
岡
町
の
中
間
地
点
に
工
業
団
地
や
消
防
署
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
、
両
地
域
の
一
体
感
醸
成
に
も
寄

与
し
て
い
ま
す
。

　

高
岡
市
は
対
等
合
併
し
、
合
併
特
例
債
も
旧
高
岡
市
と

旧
福
岡
町
と
で
折
半
し
た
た
め
、
旧
福
岡
町
地
域
で
は
、

合
併
前
に
は
取
り
組
め
な
か
っ
た
投
資
的
な
事
業
が
進
ん

で
い
ま
す
。

●
合
併
に
対
す
る
住
民
意
識

　

旧
高
岡
市
側
の
住
民
意
識
と
し
て
は
、
合
併
前
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
合
併
賛
成
が
７
割
を
占
め
ま
し
た
。

旧
高
岡
市
は
県
内
で
は
比
較
的
大
き
な
市
で
あ
っ
た
た

め
、
合
併
す
る
な
ら
ば
中
核
市
と
な
る
よ
う
な
合
併
を
し

よ
う
と
い
う
意
識
が
強
く
あ
り
ま
し
た
。

　

旧
福
岡
町
側
の
住
民
意
識
と
し
て
は
、
合
併
前
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
合
併
賛
成
が
５
割
。
合
併
に
よ
り
投

資
的
な
事
業
が
進
ん
だ
た
め
、
合
併
し
て
良
か
っ
た
と
い

う
声
も
あ
れ
ば
、
町
時
代
は
職
員
と
住
民
と
の
距
離
が
近

か
っ
た
の
が
、
市
に
な
っ
て
か
ら
は
、
職
員
と
住
民
と
の

距
離
が
遠
く
な
っ
た
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。

行
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
大
き
な
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

●
合
併
の
効
果

　

職
員
数
や
議
員
数
の
削
減
が
進
む
な
ど
、
人
件
費
の
約

12
億
円
を
中
心
と
し
た
財
政
的
効
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
旧
村
部
の
観
光
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
こ

れ
ま
で
村
単
独
で
は
成
し
得
な
か
っ
た
投
資
を
行
い
、
観

光
客
の
倍
増
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
旧
市
域
の
企
業
が
、
合
併
を
機
に
、
地
価
の
安

い
旧
町
域
へ
事
業
所
を
移
転
・
拡
大
し
て
、
企
業
活
動
を

活
発
化
さ
せ
る
動
き
も
現
れ
て
き
て
い
ま
す
。

●
今
後
の
課
題

　

合
併
か
ら
５
年
以
上
が
経
ち
ま
し
た
が
、
文
化
活
動
な

ど
に
お
い
て
「
四
国
中
央
市
民
」
の
一
体
感
が
出
て
く
る

ま
で
に
は
、
ま
だ
時
間
が
必
要
だ
そ
う
で
す
。

　

一
方
、
市
民
会
館
や
体
育
施
設
な
ど
、
旧
市
町
村
か
ら

そ
の
ま
ま
引
き
継
い
だ
公
営
施
設
は
、
将
来
的
な
財
政
状

況
な
ど
を
踏
ま
え
、
今
後
は
統
廃
合
や
民
間
委
託
な
ど
を

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
で
す
。

▶ 

四
国
中
央
市
役
所
。
旧
伊
予
三
島

市
役
所
を
仮
の
本
庁
舎
と
し
て
お

り
、
将
来
的
に
は
新
市
庁
舎
の
建

設
を
予
定

▲ 

海
沿
い
の
市
街
地
か
ら
わ
ず
か
２

〜
３
㎞
に
迫
る
法
皇
山
脈

　
（
伊
予
三
島
駅
周
辺
）

▲ 高岡市役所。8階建ての庁舎を、建設部門以外の
部署が使用

▲ 福岡庁舎。現在は、建設部門と住民窓口サービス等
の部門が使用。議会で利用していた会議室等は、一
般の会議室として利用



答申・意見

事務を分掌

区域内の市政運営に関する
事務や行政サービスなど

地域協議会委員
　・地域住民から選出

地域協議会

地域自治区の

事務所

議　　会

選　任

諮　問

参　加

意見集約

地域自治区

連携

設置等
につい

ての議
決

連携

地
域
住
民

市

長

Ａ校区地域コミュニティ推進協議会

Ｂ校区地域コミュニティ推進協議会

Ｃ校区地域コミュニティ推進協議会

地
域
住
民

各地域から提案
（予算提案権）

事業の実施

市民税の納付

市民サービスの提供

予算等の
チェック

議　　会

市

　長
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広
域
行
政
と
地
域
分
権

　「
平
成
の
大
合
併
」
で
基
礎
自
治
体
の
広
域
化
が
進
み
ま
し
た
。
今
、
地
方
分
権

の
あ
り
方
が
大
き
く
問
わ
れ
、
議
論
さ
れ
る
時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

広
域
行
政

関
西
広
域
連
合（
仮
称
）と
は

　

市
町
村
だ
け
で
な
く
、
都
道
府
県
単
位

の
連
合
に
つ
い
て
も
検
討
・
議
論
が
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

広
域
連
合
と
は
、
地
方
自
治
法
第
２
８

４
条
に
規
定
さ
れ
る
特
別
地
方
公
共
団
体

で
す
。
広
域
に
わ
た
っ
て
処
理
す
る
こ
と

が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
政
策
・
事
務
に
つ

い
て
、
広
域
計
画
を
通
じ
た
共
通
化
や
一

体
化
を
図
る
と
と
も
に
、
連
絡
調
整
な
ど

の
機
能
を
有
す
る
等
、
よ
り
政
策
的
で
機

動
的
な
広
域
行
政
機
構
と
し
て
の
性
格
を

持
つ
も
の
で
す
。

　

関
西
広
域
連
合
（
仮
称
）
に
は
、
大
阪
、

京
都
、
兵
庫
、
奈
良
、
和
歌
山
、
滋
賀
の

２
府
４
県
と
福
井
、
三
重
、
徳
島
、
鳥
取

の
各
県
で
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

関
西
広
域
連
合
（
仮
称
）
で
行
う
事
務

と
し
て
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
や
広
域
防
災

な
ど
住
民
の
皆
さ
ん
の
安
心
・
安
全
の
向

上
に
役
立
つ
事
業
や
、
資
格
試
験
の
共
同

化
な
ど
、
事
務
や
経
費
面
で
の
効
率
化
が

図
れ
る
事
業
な
ど
を
中
心
に
検
討
し
て
い

ま
す
。

定
住
自
立
圏
構
想
と
は

　

定
住
自
立
圏
と
は
、
地
域
全
体
の
中
心

的
な
役
割
を
果
た
す
意
思
等
を
公
表
し
て
、

中
心
市
宣
言
を
行
っ
た
中
心
市
（
※
）
と

そ
の
周
辺
市
町
村
が
、
人
口
定
住
の
た
め

に
必
要
な
生
活
機
能
（
例
え
ば
、
医
療
、

教
育
、
福
祉
）
を
確
保
す
る
た
め
、
役
割

分
担
し
、
連
携
し
て
い
く
協
定
を
結
び
ま

す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
中
心
市
と
周
辺
市

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
圏
域
を
い
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
10
月
7
日
現
在
で
は
、
8
の

定
住
自
立
圏
が
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

※ 

中
心
市
は
、
国
の
定
め
る
要
件
を
満
た

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
域
分
権

　

住
民
の
声
を
市
町
村
に
届
け
る
た
め
に
、

地
域
に
「
地
域
自
治
区
」
を
設
け
る
な
ど

し
て
、
住
民
自
ら
が
市
に
対
し
て
要
望
や

意
見
を
上
げ
て
い
け
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

を
も
つ
市
町
村
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
自
治
区
と
は
、
平
成
16
年
に
改
正

さ
れ
た
地
方
自
治
法
に
規
定
さ
れ
た
制
度

で
す
。
地
域
の
課
題
を
審
議
し
た
り
、
市

町
村
長
に
意
見
を
述
べ
た
り
で
き
る
地
域

協
議
会
が
置
か
れ
、
選
ば
れ
た
委
員
が
意

見
を
出
し
合
い
ま
す
。
合
併
特
例
法
に
基

づ
き
10
年
間
前
後
に
限
っ
た
暫
定
組
織
も

あ
り
ま
す
。

関西広域連合イメージ

A 県 B 県 C 府 D 府
広域的事務を共同化

広 域 連 合
●防災　　　　　　　●観光・文化振興
●産業振興　　　　　●医療連携　　
●資格試験・免許等　●環境保全　　
●職員研修　など

権限移譲の要請

権限を移譲

国

定住自立圏構想とは　

中心市 周辺市町村

行政機能

民間機能

例えば…
総合病院 一般診療所

（総合医）

商店

例えば…
ショッピング
センター

中心市と周辺市町村が生活実態
や将来像を勘案し、協定を結ぶ
ことにより、自ら圏域決定。

協定
１）中心市の機能の積極的活用
２）権利・負担関係の明確化
３）圏域意識や地域の誇りの醸成

地方自治法にもとづく地域自治区の例　　新潟県上越市

地方自治法に規定されない地域分権の例　　大阪府池田市
　池田市では、平成18年４月に「池田市みんなでつくるまちの基本条例（自治基本条例）」が施行され、地
域分権がスタートしました。具体的には、市内11小学校区に地域内の課題抽出・解決を検討する「地域コミュ
ニティ推進協議会」を設立し、その実現に向けた事業に対する予算提案をしてもらおうというものです。

　上越市では、平成17年１月の市町村合併に際し、編入町村に住む住民の不安解消、さらには地域の課題に
主体的に取り組み、解決していくための仕組みとして、合併特例法に基づき、13の地域自治区（13区）を設
置しました。平成20年４月からは地方自治法に基づく地域自治区として設置しています。平成21年10月から
は、合併前の上越市の区域にも地域自治区を設置し、市の全域で地域自治区制度がスタートしています。

※上越市ホームページを参考とさせていただきました

※池田市ホームページを参考とさせていただきました

【地域自治区のイメージ】

【「地域分権」導入後のイメージ】
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　戦国時代末期に
は勝龍寺城が大改
修され、江戸時代
に永井直清が神足
館を築城するなど
京都盆地南西部を
治める拠点となり
ました。応仁・文
明の乱や山崎の合
戦といった歴史に名高い戦さが乙訓郡内で行われ
ました。
　時はくだって、幕末の鳥羽・伏見の戦いでも戦
いの結果を決める重要な地となりました。

　時代は明治へ移り、1879（明治12）年に乙訓郡
役所が向日町に置かれ、他のいくつかの村ととも
に乙訓郡を形成し、1967年（昭和42年）に大山崎
町、1972年（昭和47年）に向日市、長岡京市がで
きるまで、乙訓郡２町１村（向日町、長岡町、大
山崎村）の時代が続きました。

　現在も、乙訓２市１町、一部事務組合など行政
圏だけでなく、市民の日常生活圏でのつながりは
深くなっています。

　784年、桓武天皇によって長岡京が置かれます。
現在の向日市、長岡京市、大山崎町、京都市にあ
たります。その都に物資を運ぶための玄関口とし
て栄えたのが、淀川をさかのぼった山崎津で、現
在の大山崎町にあたります。平安時代には、京都
府南部を治める山城国の国府が大山崎町に置かれ
ました。

歴史からみる乙
おとくに

訓の地
　市町村合併で異なる文化をもつ地域同士が合併する際、しばしば「それぞれの地域の文化や
伝統が損なわれてしまうのでは」というデメリットが議論されます。乙訓地域の場合はどうな
のでしょうか。乙訓地域の歴史を振り返ってみましょう。

「おとくに」って？
「おとくに」という呼び名の歴史は
古く、「弟国」と記された奈良時代
の土器も発見されています。弟国の地名は、葛

かど

野
の

郡から分離して新しく郡をつくるとき、葛野を「兄
国」とし、新しい郡を「弟国」としたことに由来
する説があります。518年には、継

けい

体
たい

天皇がこの
乙訓の地に「弟国宮」をつくっています。

長岡京の時代

乙訓郡 2町 1村の時代

現  代

戦国時代・江戸時代

▶
山
崎
津

▲
長
岡
京
の
町
並
み

▲勝龍寺城跡から出土した遺物

▲乙訓郡役所の建物は、現在の向日市中央商店街の
ＪＡ京都中央向日支店のあたりにあった。（1940年刊
『乙訓郡誌』より。写真当時は向日町警察署であった）

　

一
部
事
務
組
合
と
は
…
複
数
の
都
道
府
県
や
市
町
村

が
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
を
共
同
で
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
設
置
す
る
組
織
で
す
。
単
独
で
実
施
困
難
な

事
務
事
業
が
実
施
で
き
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
の
発
揮

に
よ
る
事
務
の
効
率
化
が
図
ら
れ
ま
す
。
乙
訓
で
も
現

在
3
つ
の
一
部
事
務
組
合
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
13
年
４
月
に
、
向
日
市
、
長
岡

京
市
及
び
大
山
崎
町
の
各
消
防
本
部
を

統
合
し
、
１
本
部
３
署
１
分
署
の
体
制

で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
重
点
施
策
と
し

て
、
消
防
防
災
体
制
の
強
化
、
警
防
活

動
体
制
の
強
化
、
予
防
行
政
の
充
実
、

高
度
情
報
通
信
体
制
の
確
立
な
ど
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
・
救
急
の
際
の
出
動
に
つ
い
て

は
、
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
シ
ス

テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
１
９

番
な
ど
の
災
害
通
報
を
受
信
す
る
と
、

災
害
発
生
地
点
に
最
も
適
し
た
消
防
隊

な
ど
が
現
場
に
急
行
、
指
令
室
か
ら
車

両
動
態
管
理
シ
ス
テ
ム
で
出
動
隊
が
現

場
に
誘
導
さ
れ
て
災
害
現
場
到
着
時
間

の
短
縮
、
救
命
率
の
向
上
、
災
害
に
よ

る
被
害
軽
減
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
火
災
予
防
運
動
の
推
進
や
、

市
民
の
方
を
対
象
に
し
た
救
急
講
習
、

各
種
講
習
な
ど
を
実
施
し
、
２
市
１
町

の
住
民
の
安
全
、
安
心
の
た
め
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

乙訓消防組合

　

昭
和
58
年
4
月
に
2
市
1
町
の
福
祉

事
業
の
一
部
を
担
う
こ
と
を
目
的
に
設

立
さ
れ
た
一
部
事
務
組
合
で
す
。

　

当
事
務
組
合
は
障
が
い
の
あ
る
方
を

対
象
と
し
た
就
労
移
行
支
援
事
業
、
就

労
継
続
支
援
（
Ｂ
型
）
事
業
、
生
活
介

護
事
業
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事

業
、
日
中
一
時
支
援
事
業
の
「
乙
訓
若

竹
苑
」、
発
達
の
遅
れ
等
が
懸
念
さ
れ

る
幼
児
を
対
象
と
し
た
、
児
童
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
「
乙
訓
ポ
ニ
ー
の
学

校
」、
介
護
保
険
法
に
お
け
る
要
介
護

認
定
の
二
次
審
査
と
障
害
者
自
立
支
援

法
に
お
け
る
障
害
程
度
区
分
の
二
次
審

査
等
を
行
っ
て
い
る
「
介
護
障
害
審
査

課
」、「
総
務
課
」
の
４
部
署
の
運
営
・

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
総
務
課
に
乙
訓
圏
域
障
害
者

総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

障
害
者
総
合
相
談
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
・
乙
訓
圏
域
障
害
者
自
立
支
援
協

議
会
の
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

乙訓福祉施設
事務組合

　

昭
和
39
年
６
月
に
当
時
の
京
都
府
向

日
町
、
長
岡
町
及
び
大
山
崎
村
の
２
町

１
村
（
現
在
の
向
日
市
、
長
岡
京
市
及

び
大
山
崎
町
の
２
市
１
町
）
の
一
般
廃

棄
物
の
処
理
を
共
同
で
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
一
部
事
務
組
合

（
特
別
地
方
公
共
団
体
）
で
す
。

　
「
環
境
に
や
さ
し
い
廃
棄
物
処
理
と

リ
サ
イ
ク
ル
」
を
基
本
に
、
ご
み
処
理

施
設
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
、
プ
ラ
プ

ラ
ザ
、
し
尿
処
理
施
設
及
び
勝
竜
寺
埋

立
地
の
運
営
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
は
、
住
民

参
加
型
施
設
と
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
を

学
ぶ
展
示
ホ
ー
ル
、
自
転
車
・
木
製
家

具
再
生
工
房
や
廃
ガ
ラ
ス
を
原
料
と
し

た
ガ
ラ
ス
工
房
を
併
設
し
、
リ
サ
イ
ク

ル
の
拠
点
と
し
て
活
用
で
き
る
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
処
理
施

設
は
、
ご
み
焼
却
時
に
発
生
す
る
熱
を

利
用
し
た
発
電
設
備
を
備
え
、「
省
資

源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
実
践
し
た
施

設
で
も
あ
り
、
廃
棄
物
循
環
型
社
会
の

形
成
に
向
け
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

乙訓環境衛生組合
（愛称：クリーンプラザおとくに）

乙
訓
地
域
の

一
部
事
務
組
合

一部事務組合
を設置

一市町だけでは実施が困難であ
ったり、効率が良くない事業

まとめることで、スケールメリット
が発揮でき、効率が良くなる

大山崎町

長岡京市

向 日 市



1011

先生のお話を聞いて
もっと知りたくなりました。

まちの将来のこと、
これからも私たちと
一緒に考えていきましょう。

合
併
す
る
と
、
具
体
的
に
住
民
に
ど
の
よ

う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

埼
玉
県
の
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

合
併
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
の
第
１
位
が
、

「
公
共
施
設
等
が
利
用
し
や
す
く
な
っ
た
」

で
し
た
。
合
併
し
た
こ
と
で
他
の
市
町
村

の
も
の
で
あ
っ
た
公
共
施
設
が
使
え
る
よ

う
に
な
っ
た
り
、
学
校
や
保
育
所
の
垣
根

が
な
く
な
る
な
ど
、
住
民
の
利
便
性
の
向

上
が
図
ら
れ
ま
す
。

住
民
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
は
な
い
の
で

す
か
？

合
併
前
の
市
町
村
間
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

水
準
、
使
用
料
や
手
数
料
等
が
異
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
合
併

前
の
関
係
市
町
村
間
で
話
し
合
っ
て
決
め

ら
れ
ま
す
。
合
併
に
よ
り
住
民
の
負
担
が

急
激
に
増
え
な
い
よ
う
な
配
慮
が
必
要
で

す
ね
。

合
併
し
て

　
サ
ー
ビ
ス
は
良
く
な
る
の
？ 学生

教授

合
併
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？

市
町
村
合
併
の
良
い
面
と
し
て
、「
効
率

化
」
や
「
経
費
削
減
」
に
つ
な
が
る
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
ど
う
し
て
な
の
で

す
か
？

合併のメリット・
デメリットを考え
て見ましょう！

はい、
合併のことを
教えてください。

そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
が
別
々
に
行
っ
て
い
た

仕
事
を
ま
と
め
る
こ
と
で
、
効
率
が
よ
く

な
り
、
経
費
が
削
減
で
き
る
の
で
す
。

二
度
手
間
が
な
く
な
っ
た
り
、
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
が
確
保
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。
他
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？

合
併
に
伴
っ
て
市
町
村
長
や
、
議
会
の
議

員
の
定
数
が
減
ら
せ
る
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
全
国
的
に
は
、
市
町
村
の
特
別

職
・
議
会
の
議
員
が
2
万
1
千
人
減
少

し
、
給
与
・
報
酬
等
は
年
間
１
２
０
０
億

円
削
減
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
（
総
務

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）。

し
か
し
、議
員
の
数
が
少
な
く
な
る
な
ど
、

合
併
し
た
ら
住
民
の
声
が
届
き
に
く
く
な

り
ま
せ
ん
か
？

議
員
一
人
あ
た
り
の
住
民
の
数
が
増
え
る

の
で
、
確
か
に
そ
う
い
う
心
配
は
あ
り
ま

す
ね
。
し
か
し
、
合
併
に
よ
り
役
所
の
職

員
規
模
が
大
き
く
な
る
こ
と
で
、
専
任
の

広
聴
担
当
職
員
を
配
置
し
た
り
、
広
聴
の

仕
組
み
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
、
工
夫
で
き

る
点
も
あ
り
ま
す
。

中
心
部
と
周
辺
部
の
格
差
が
広
が
っ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

中
心
部
と
周
辺
部
の
格
差
が
広
が
る
か
ど

う
か
は
、
合
併
後
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
を
行
う
か
に
よ
り
ま
す
。
広
域
的
な
視

点
で
、
自
治
体
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

み
ん
な
の
声
が
届
き
や
す
い
よ
う
な
仕
組

み
を
み
ん
な
で
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切

な
の
で
す
ね
。

「
効
率
化
」や「
経
費
削
減
」に

つ
な
が
る
の
？

住
民
の
声
が
届
き

　
　
　
に
く
く
な
る
の
で
は



この印刷物は古紙パルプ配合の再生紙と
大豆油インキで印刷しています。

乙訓地域の特産品

● 乙訓地域分科会では引き続いて、広く合併についてご意見を集めています。郵便、
電話、ファクス、Webサイトから、いずれでもかまいません。お待ちしています。

皆さまからのご意見をお待ちしています
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大山崎町・総　務　課／ Tel 956-2101　Fax 957-1101　〒618-8501　大山崎町円明寺夏目3

竹製品・竹の子
乙訓地域は、恵まれた気候と土壌条件、農家のたゆまぬ創意と努力によって古
くから良質の竹・竹の子を産出する土地です。「竹取物語」のモデルも乙訓で
はないかと言われています。

花菜
元々切り花用として栽培されていた菜種の、花が咲く前の
つぼみを食用にしたものです。栄養価は抜群で、特にビタ
ミンAが豊富です。現在は長岡京市が代表的な産地。さっ
と茹でて、からし和え、お吸い物の実、お浸し等にすると
美味です。

ポインセチア
赤と緑の葉のコントラストが鮮やか。昭和58年
ごろから栽培され、今では向日市の特産品と
なっています。

懸がいギク
断がいから自然に垂れ下がる老木の優美な様をかたどっ
たものといわれています。80年の伝統があり、現在では
向日市が近畿唯一の生産地として知られています。

バラ
花束には欠かせない花の代表格。大山崎町の特産品とし
て古い歴史があります。品種としては、ローテローゼや
ティネケといった一輪ものから、1本の茎からいくつも
の花をつけるマカレナ、キングなども栽培しています。

ナス
京都盆地特有の夏の暑さと土壌が生育に適しており、市場でも高く評価されて
います。ナス農家はなるべく農薬を使用しないように工夫して、「ソルゴー障
壁（囲いこみ・天敵昆虫利用）栽培」を全国に先駆けて取り入れています。


